
《 行列 と 連立 1次方程式 》

中学校 で 習ったような連立次方程式 (決定系 )
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消去法(Gauss の ) で 解 ける

ある 方程式 の 両辺 から 共通因子を 取るくい
(2 )ある方程式( 3 ) 2 つの方程式 の 書 く順番 を 上下 に 入れかえるの

何倍かそ他 の 方程式に 足 す ( 引弘 )
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連立一 次方程式
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。 上 の 立 1 次方程式 は 係故拡大例
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( 行基本変形)

行列 A の 行基本変形 とは 以下 の 操 Sたをいう

C) A の [ 行 をスカラー λ 倍 する
*

。 ②×λ
( 2 ) A α : 行 を行 に 加 える

②+③
(3) A α 方 : と行 行 を 交換する

②←→③
本質的 な理行基本変形の 解はあまわし

/

とにかく 行子いの 行基本度形になれよう ↓
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